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研究成果の概要（和文）： 
持続可能な発展の定義に関しては今でもそのあいまいさが指摘され、どのような持続可能性か、

誰のための持続可能性かなどの問いかけもされている。例えば、同一都市・地域全体としての

持続可能性は維持されつつも、その一部では生活の糧である生態系の破壊や浸水などにより持

続可能性はおろか生存すら危うくなることもあろう。本研究では一部地域の生存可能性を脅か

すという犠牲を伴った持続可能性はないという考えに基づいた参加型水辺環境マネジメントの

在り方を示した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Since the publication of Brundtland’s report on sustainable development, the number of 

books and papers which include the words ‘sustainable’ in their title has grown 

enormously in the last decade.  However, the manner in which these words are juxtaposed 

exhibit a number of differences.  The very elasticity of the concept has give rise to 

questions about what it is supposed to mean: the sustainability of what, for whom, for 

how long, and why?  For instance, there is a case where the sustainability in the same 

city and same region as a whole is achieved, but on the other hand, some people in a part 

of city and region may be in danger of not only risking their sustainability but also 

their very lives due to floods and ecological destruction at the waterside.  In this paper, 

we focus on differences among residents both in same area and in different areas and 

consider waterside management in urban area taking into account sustainability, 

survivability and participation along the adaptive waterside environmental management 

process. 
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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学、環境影響評価、環境政策 
キーワード：水辺環境マネジメント、持続・生存可能性、参加型多基準分析、コンフリクト分

析 
 
 
１．研究開始当初の背景 
持続可能な発展は「我ら共有の未来」で初め

て定義されて以来、これに関する数多くの論

文も発表され公文書でも使われているが、そ

の定義に関してはそのあいまいさが指摘さ

れている。「我ら共有の未来」では持続可能

な発展とは、”将来の世代が自らの欲求（ニ

ーズ）を充足する能力を損なうことなく、今

日の世代の欲求（ニーズ）を満たすような発

展をいう“と定義されている。この定義にお

いて発展という言葉を厳密に定義すること

や将来世代のニーズを測定することはきわ

めて困難である。さらに、この解釈は先進国

と発展途上国では異なるものと考えられる

など、共通の理解を得ることが難しい概念で

あるといえる。このような定義のあいまいさ

からどのような持続可能性か、誰のための持

続可能性かなどの問いかけもされている。 

 
２．研究の目的 
（1）定義のあいまいさから派生する世代

内・世代間の公平性の問題や参加の問題を考

慮した持続・生存可能性を考える。 

（2）対象を多角的に捉え、生態系及び人間

生活への影響を含め、多様さ、複雑さ、不確

実性など、空間的にも時間的にも広範に影響

が及ぶ可能性や、公平性、倫理性などの問題

が生じることも考慮に入れつつ、評価の包括

的な枠組みを与える多基準分析を中心とし

た水辺環境評価を構築する。 

（3）環境政策などにおいて利害関係者の参

加が強く要請されるようになってきている

ことに対応し、参加型適応的計画方法論に依

り、システムズ・アナリシスの問題の明確化、

調査、代替案の設計、評価、コンフリクトマ

ネジメントのプロセスで生活者の情報への

参加を考慮に入れる。 

以上より、多様な基準、多様な生活者の参加

を考慮した都市・地域の持続・生存可能性の

ための水辺環境マネジメントを多基準評価

手法を含む参加型多基準分析システムとし

て示すことを目的とした。 

 
３．研究の方法 
（1）個々の水辺（防災・あそび場・情感・

生態・文化）機能を構成する GES 要素の関連

構造に関する研究 

（2）メタレベルとアクタレベルの参加と

GES 環境要素の関連構造に関する研究 

（3）水辺 5 機能の GES 環境による多基準評

価手法に関する研究 

（4）上・下流地域各々での環境評価に関す

る研究 

（5）上・下流域の環境評価のコンフリクト

分析と合意の可能性に関する研究 

（6）参加型多基準分析システムとしての水



辺環境マネジメントの構築に関する研究 

 

４．研究成果 

（1）厚生経済学の理論の批判的検討を行っ

た上で持続可能性概念には持続かつ生存可

能性の観点が必要であることを示した。 

（2）鴨川の上下流地域を対象として持続・

生存可能性を考慮した水辺環境マネジメン

トの在り方を示した。これは適応的水辺整備

計画方法論に拠った問題の明確化から始ま

る一連のプロセスであり、具体的には以下の

とおりである。 

①問題の明確化：GES 環境を季節別印象測定

によって把握した。 

②調査：対象地域の決定ならびに対象 3 地域

での社会調査を行った。 

③分析：単純集計分析；関連分析 

④計画代替案の設計：地域評価関数（多基準

分析）による検討 

⑤評価：事後的地域評価関数（多基準分析） 

⑥コンフリクト分析：鴨川ダム建設に関する

分析 

（3）上記プロセスに沿って鴨川を対象とし

た水辺環境マネジメントを示した。 
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